
 令 和 ３ 年 度  第 ２ 回 
工 事 担 任 者 試 験 問 題  種

別 第一級デジタル通信 
 

注  意  事  項  

１  試験開始時刻        １５時００分 

２  試験科目数別終了時刻 
 科 目 数 １  科  目 ２  科  目 ３  科  目 

 終 了 時 刻 １ ５ 時 ４ ０ 分 １ ６ 時 ２ ０ 分 １ ７ 時 ０ ０ 分 

３  試験科目別の問題番号ごとの解答数及び試験問題ページ 
 

科       目 
 問 題 番 号 ご と の 解 答 数  試 験 問 題 

 第 １ 問 第 ２ 問 第 ３ 問 第 ４ 問 第 ５ 問 ペ ー ジ 

 電 気 通 信 技 術 の 基 礎 ４ ５ ４ ４ ５ Ｃ － 1 ～  6 

 端末設備の接続のための技術及び理論  ５ ５ ５ ５ ５ Ｃ － 7 ～ 11 

 端末設備の接続に関する法規 ５ ５ ５ ５ ５ Ｃ － 12 ～ 18 

４  受験番号等の記入とマークの仕方 

(１)  マークシート（解答用紙）にあなたの受験番号、生年月日及び氏名をそれぞれ該当枠に記入してください。 

(２)  受験番号及び生年月日に該当する箇所を、それぞれマークしてください。 

(３)  生年月日の欄は、年号をマークし、生年月日に１桁の数字がある場合、十の位の桁の「０」もマークしてください。  

[記入例]  受験番号  ０３Ｃ９２１１２３４               生年月日  平成３年４月５日 
              

 
 
 
 
 
 
 

 

５  答案作成上の注意 

(１)  解答は、別に配付するマークシート（解答用紙）の該当欄の正解として選んだ番号マーク枠を、黒の鉛筆（ＨＢ

又はＢ）で濃く塗りつぶしてください。 
① ボールペン、万年筆などでマークした場合は、採点されませんので、使用しないでください。 

② 一つの問いに対する解答は一つだけです。二つ以上マークした場合、その問いについては採点されません。 

③ マークを訂正する場合は、プラスチック消しゴムで完全に消してください。 

(２)  免除の科目がある場合は、その科目欄は記入しないでください。 

(３)  試験問題についての特記事項は、裏表紙に表記してあります。 

６  合格点及び問題に対する配点   

(１)  各科目の満点は１００点で、合格点は６０点以上です。 

(２)  各問題の配点は、設問文の末尾に記載してあります。  

マークシート（解答用紙）は、絶対に折り曲げたり、汚したりしないでください。 
 

 

受 験 番 号 

（控 え） 

（今後の問い合わせなどに必要になります。） 

   

次ページ以降は試験問題です。試験開始の合図があるまで、開かないでください。 

正答の公表は１２月 １日１０時以降の予定です。 

合否の検索は１２月２０日１４時以降可能の予定です。 
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Ｃ－1

電気通信技術の基礎

第１問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 図１に示す回路において、端子ａ－ｂ間の電圧は、 (ア） ボルトである。ただし、電池

の内部抵抗は無視するものとする。 (５点)

① １２ ② １４ ③ １５ ④ １６ ⑤ １８

図１

(２) 図２に示す回路において、抵抗Ｒ、コイルＬ及びコンデンサＣにそれぞれ図に表記した大き

さの電流が流れているとき、回路に流れる全電流Ｉは、 (イ) アンペアである。 (５点)

① １１ ② １３ ③ １５ ④ １７ ⑤ １９

図２

(３) 正弦波交流回路において、電流と電圧の位相差を小さくすれば、この回路の (ウ) は、

大きくなる。 (５点)

① 力 率 ② アドミタンス ③ 無効率

④ 波高率 ⑤ インピーダンス

(４) 正弦波交流回路において、電圧の実効値をＥボルト、電流の実効値をＩアンペア、電圧と電

流の位相差をφラジアンとすると、この回路の (エ) 電力は、ＥＩsinφで求められる。

(５点)

① 相 対 ② 瞬 時 ③ 皮 相 ④ 無 効 ⑤ 有 効

ｂ
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第２問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 半導体に電界を加えたとき、半導体中の正孔や自由電子が電界から力を受けて移動する現象

は、 (ア) といわれる。 (４点)

① 拡 散 ② 整 合 ③ ドリフト ④ リプル ⑤ 再結合

(２) 図１に示すトランジスタ増幅回路において、この回路のトランジスタの各特性が図２及び

図３で示すものであるとき、コレクタ－エミッタ間の電圧Ｖ は、 (イ) ボルトとなる。ＣＥ

ただし、抵抗Ｒ は１００オーム、Ｒ は２.４キロオーム、Ｒ は３キロオームとする。(４点)１ ２ ３

① ２ ② ４ ③ ６ ④ ８ ⑤ １０

(３) トランジスタ増幅回路で出力信号を取り出す場合には、バイアス回路への影響がないように

コンデンサを通して (ウ) のみを取り出す方法がある。 (４点)

① 高調波成分 ② 雑音成分 ③ 直流分 ④ 交流分 ⑤ 漏話信号分

(４) 電界効果トランジスタについて述べた次の二つの記述は、 (エ) 。 (４点)

Ａ 電界効果トランジスタは、電子又は正孔のどちらか一方をキャリアとしており、ユニポー

ラトランジスタともいわれる。

Ｂ 電界効果トランジスタには、ドレイン－ソース間にチャネルといわれる電流の通路があり、

ゲートに加える電流によって出力電圧が制御される。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(５) トランジスタ回路を接地方式により分類したとき、入力インピーダンスが高く、出力イン

ピーダンスが低いため、インピーダンス変換回路として用いられるものは、 (オ) 接地方

式である。 (４点)

① エミッタ ② コレクタ ③ ベース ④ ソース ⑤ ゲート
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第３問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 図１～図５に示すベン図において、Ａ、Ｂ及びＣが、それぞれの円の内部を表すとき、斜線

部分を示す論理式がＡ･Ｃ･Ｂ＋Ａ･Ｂ･Ｃ と表すことができるベン図は、 (ア) である。

(５点)

① 図１ ② 図２ ③ 図３ ④ 図４ ⑤ 図５

図１ 図２ 図３

図４ 図５

(２) 表に示す１６進数のＸ 、Ｘ を用いて、計算式(加算)Ｘ ＝ Ｘ ＋Ｘ からＸ を求め、１ ２ ０ １ ２ ０

これを１６進数で表すと、 (イ) になる。 (５点)

① Ｄ０Ｄ ② Ｅ１Ｄ ③ Ｅ１Ｅ ④ １４１Ｄ ⑤ １４８９

１６進数

Ｘ ＝ Ａ７Ｅ１

Ｘ ＝ ３９Ｆ２

ＣＢ

Ａ

ＣＢ

Ａ

ＣＢ

Ａ

ＣＢ

Ａ

ＣＢ

Ａ
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(３) 図６に示す論理回路は、ＮＯＲゲートによるフリップフロップ回路である。入力ａ及びｂに

図７に示す入力がある場合、図６の出力ｄは、図７の出力のうち (ウ) である。 (５点)

① ｄ１ ② ｄ２ ③ ｄ３ ④ ｄ４ ⑤ ｄ５ ⑥ ｄ６

図６

図７

(４) 次の論理関数Ｘは、ブール代数の公式等を利用して変形し、簡単にすると、 (エ) になる。

(５点)

Ｘ ＝ Ａ･Ｃ＋Ａ･Ｃ･(Ａ･Ｂ＋Ａ･Ｂ＋Ｂ･Ｃ＋Ｂ･Ｃ)＋Ａ･Ｂ･Ｃ

① ０ ② １ ③ Ａ＋Ｂ ④ Ａ･Ｂ＋Ａ･Ｃ ⑤ Ａ･Ｂ＋Ａ･Ｃ
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第４問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 図１において、電気通信回線への入力電力が (ア) ミリワット、その伝送損失が１キロ

メートル当たり０.８デシベル、増幅器の利得が２４デシベルのとき、負荷抵抗Ｒで消費する

電力は、４０ミリワットである。ただし、変成器は理想的なものとし、入出力各部のインピー

ダンスは整合しているものとする。 (５点)

① ３０ ② ４０ ③ ６０ ④ ８０ ⑤ ９０

図１

(２) 伝送損失について述べた次の二つの記述は、 (イ) 。 (５点)

Ａ 同軸ケーブルは、一般的に使用される周波数帯において信号の周波数が２倍になると、そ

の伝送損失は、約４倍になる。

Ｂ 平衡対ケーブルにおいては、心線導体間の間隔を大きくすると伝送損失が増加する。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) 図２において、通信線路１の特性インピーダンスがＺ オーム、通信線路２の特性インピー１

ダンスがＺ オームのとき、巻線比(ｎ ：ｎ )が (ウ) の変成器を挿入することにより、２ １ ２

両通信線路間のインピーダンス整合をとることができる。ただし、変成器は理想的なものとす

る。 (５点)

１ ２ ２ １ １ ２ ２ １① Ｚ ：Ｚ ② Ｚ ：Ｚ ③ Ｚ ： Ｚ ④ Ｚ ： Ｚ

図２

(４) 電力線からの誘導作用によって通信線に誘起される誘導電圧には、電磁誘導電圧と静電誘導

電圧があり、電磁誘導電圧は、一般に、電力線の (エ) に比例する。 (５点)

① 抵 抗 ② キャパシタンス ③ 線 径 ④ 電 流 ⑤ 電 圧

発振器 電気通信回線

変成器

巻線比
３：４

Ｒ

３０ kｍ

増幅器

通信線路１

変成器

巻線比

：ｎ１ ｎ

通信線路２

２

Ｚ１ Ω Ｚ２ Ω
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第５問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) デジタル変調方式として１シンボル当たり２ビットの情報を伝送することができるＱＰＳＫ

を用いたデジタル伝送システムにおいて、ビットレートがＮビット／秒の場合、シンボルレー

トは (ア) シンボル／秒である。 (４点)

Ｎ Ｎ① ② ③ Ｎ ④ ２Ｎ ⑤ ４Ｎ４ ２

(２) 光ファイバ通信に用いられる光の変調方法の一つに、物質に電界を加え、その強度を変化さ

せると、物質の屈折率が変化する (イ) 効果を利用したものがある。 (４点)

① ファラデー ② ブリルアン ③ ラマン

④ ポッケルス ⑤ ドップラー

(３) 光伝送システムなどに用いられる光ファイバ増幅器について述べた次の二つの記述は、

(ウ) 。 (４点)

Ａ 光ファイバ増幅器には、励起用光源として半導体レーザを用い、増幅用光ファイバとして

希土類元素のエルビウムイオンを添加した光ファイバを用いた、一般に、ＥＤＦＡといわれ

るものがある。

Ｂ 光ファイバ増幅器は、一般に、識別再生回路、増幅用光ファイバ、タイミング抽出回路な

どで構成される。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(４) デジタル伝送路における符号誤りの評価尺度の一つである (エ) は、測定時間中に伝送

された符号(ビット)の総数に対する、その間に誤って受信された符号(ビット)の個数の割合を

表したものである。 (４点)

① ％ＥＦＳ ② ％ＥＳ ③ ％ＳＥＳ ④ ＢＥＲ ⑤ ＦＥＲ

(５) 光ファイバ通信において、光の波長によって伝搬速度が異なることに起因して生ずる波長分

散は、構造分散と (オ) 分散の和で表される。 (４点)

① スペクトル ② モード ③ 粒 子 ④ 異 常 ⑤ 材 料
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端末設備の接続のための技術及び理論

第１問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 光アクセスシステムを構成するＰＯＮの一つには、ＩＥＥＥ８０２.３ａｖとして標準化され、

伝送路符号化方式に６４Ｂ／６６Ｂを用いるとともに、前方誤り訂正(ＦＥＣ)を必須とし、最

大伝送速度が上り下りとも１０ギガビット／秒の (ア) がある。 (４点)

① ＸＧ－ＰＯＮ ② ＸＧＳ－ＰＯＮ ③ ＮＧ－ＰＯＮ２

④ ＧＥ－ＰＯＮ ⑤ １０Ｇ－ＥＰＯＮ

(２) ＳＩＰサーバの構成要素のうち、ユーザエージェントクライアント(ＵＡＣ)からの登録要求

を受け付ける機能を持つものは、 (イ) といわれる。 (４点)

① ロケーションサーバ ② レジストラ ③ プロキシサーバ

④ リダイレクトサーバ ⑤ ＳＩＰアプリケーションサーバ

(３) ＩＥＥＥ８０２.３ａｔ Ｔｙｐｅ１として標準化されたＰｏＥの電力クラス０の規格では、

ＰＳＥの１ポート当たり、直流電圧４４～５７ボルトの範囲で最大 (ウ) を、ＰＳＥから

ＰＤに給電することができる。 (４点)

① ３０ワットの電力 ② ６８.４ワットの電力

③ ３５０ミリアンペアの電流 ④ ４５０ミリアンペアの電流

⑤ ６００ミリアンペアの電流

(４) ＩｏＴを実現するデバイスなどに適用され、通信速度が最大２５０キロビット／秒、接続可

能数が最大６５,５３５であって、主にセンサネットワークの構築に用いられる無線ＰＡＮの

規格は、 (エ) といわれる。 (４点)

① Ｗｉ－Ｆｉ ② ＤＳ－ＵＷＢ ③ ＺｉｇＢｅｅ

④ ＭＢ－ＯＦＤＭ ⑤ Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ

(５) 商用電源を使用するネットワーク機器のノイズ対策に用いられるデバイスについて述べた次

の二つの記述は、 (オ) 。 (４点)

Ａ フェライトリングコアは、入出力間における浮遊容量が大きく、インダクタンスは小さい

ため、低周波域のノイズ対策に用いられる。

Ｂ コモンモードチョークコイルは、コモンモード電流を阻止するインピーダンスを発生させ

ることによりコモンモードノイズの発生を抑制するものであり、一般に、電源ラインや信号

ラインに用いられる。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

第２問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) デジタル信号を送受信するための伝送路符号化方式において、符号化後に例えば高レベルと

低レベルといった二つの信号レベルだけをとる２値符号には (ア) 符号がある。 (４点)

① ＭＬＴ－３ ② ＰＡＭ－５ ③ ＰＲ－４ ④ ＡＭＩ ⑤ ＮＲＺＩ
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(２) 光アクセスネットワークの設備構成などについて述べた次の二つの記述は、 (イ) 。

(４点)

Ａ 電気通信事業者のビルから集合住宅のＭＤＦ室などに設置された回線終端装置までの区間

には光ファイバケーブルを使用し、ＭＤＦ室などに設置されたＶＤＳＬ集合装置から各戸ま

での区間に既設の電話用の配線を利用する形態のものがある。

Ｂ 電気通信事業者のビルから配線された光ファイバの１心を、光受動素子を用いて分岐し、

個々のユーザにドロップ光ファイバケーブルを用いて配線する構成を採る方式は、ＰＤＳ方

式といわれる。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) ＩＰｖ６アドレスは１２８ビットで構成され、マルチキャストアドレスは、１６進数で表示

すると１２８ビット列のうちの (ウ) である。 (４点)

① 先頭８ビットがｆｆ ② 末尾８ビットがｆｆ

③ 先頭１２ビットがｆｅ８ ④ 末尾１２ビットがｆｅ８

⑤ 先頭１６ビットがｆｄ００ ⑥ 末尾１６ビットがｆｄ００

(４) ＩＰ電話において、ＩＰ網の経路上で発生するパケット損失による音声品質の劣化を低減さ

せるため、受信側のＶｏＩＰゲートウェイなどにおいてパケット損失が発生した箇所の前後の

音声データから損失箇所を補間する技術は、一般に、 (エ) といわれる。 (４点)

① キューイング ② ＡＧＣ ③ ＡＲＱ

④ ＰＬＣ ⑤ エコーキャンセラ

(５) 広域イーサネットについて述べた次の二つの記述は、 (オ) 。 (４点)

Ａ ＩＰ－ＶＰＮがレイヤ３の機能をデータ転送の仕組みとして使用するのに対して、広域

イーサネットはレイヤ２の機能をデータ転送の仕組みとして使用する。

Ｂ 広域イーサネットにおいて利用できるルーティングプロトコルには、ＥＩＧＲＰ、ＩＳ－ＩＳ

などがある。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

第３問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) ポートスキャンの一つであるＴＣＰ ＳＹＮスキャンは、 (ア) サーバのポートの状態を

確認するので当該サーバにログとして痕跡が残りにくいことから、ステルススキャンともいわ
こん

れ、攻撃者によってサーバの情報を収集するために悪用されることがある。 (４点)

① 不要なサービスを停止してから ② スリーウェイハンドシェイクを行って

③ サーバのログファイルを解析して ④ ＴＣＰコネクションを確立しないで

⑤ 脆弱性検査を実施して
ぜい

(２) 公開鍵暗号及び共通鍵暗号について述べた次の二つの記述は、 (イ) 。 (４点)

Ａ 公開鍵暗号であるＲＳＡ暗号は、素因数分解の困難さを安全性のよりどころにしている。

Ｂ 共通鍵暗号であるブロック暗号は、データをビット列とみなして、１ビットごとに暗号化・

復号処理を行う。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない
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(３) パケットフィルタリングについて述べた次の記述のうち、誤っているものは、 (ウ) で

ある。 (４点)

① ＩＰパケットごとに、そのヘッダ部の情報に基づき通過の可否を制御することが

できる。

② ＩＰパケットのヘッダ部に改ざんがあるかどうかを確認し、改ざんがあった場合

には内部ネットワークへの通過を阻止することができる。

③ ＴＣＰヘッダをチェックし、特定の送信元及び宛先ポート番号のパケットだけを

内部ネットワークに通過させることができる。

④ フィルタリングルールは、一般に、セキュリティポリシーなどに基づき設定され

る。

(４) ネットワークに接続された情報システムがシステムの外部からの攻撃に対して安全かどうか、

実際に攻撃手法を用いて当該情報システムに侵入を試みることにより安全性の検証を行うテス

ト手法は、一般に、 (エ) といわれる。 (４点)

① リグレッションテスト ② サニタイジング ③ データマイニング

④ ペネトレーションテスト ⑤ パターンマッチング

(５) ＪＩＳ Ｑ ２７００１：２０１４に規定されている、情報セキュリティマネジメントシステ

ム(ＩＳＭＳ)の要求事項を満たすための管理策について述べた次の二つの記述は、 (オ) 。

(４点)

Ａ 情報セキュリティのための方針群は、これを定義し、管理層が承認し、発行し、全ての従

業員に通知しなければならず、関連する外部関係者に対しては秘匿しなければならない。

Ｂ 情報セキュリティに影響を与える、組織、業務プロセス、情報処理設備及びシステムの変

更は、管理しなければならない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

第４問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) ＪＩＳ Ｃ ６８２３：２０１０光ファイバ損失試験方法における光導通試験に用いられる装

置について述べた次の二つの記述は、 (ア) 。 (４点)

Ａ 光源は、伝送器内にあり、安定化直流電源で駆動され、大きな放射面をもつ。例えば、白

色光源、発光ダイオード(ＬＥＤ)などから成る。伝送器での損失変動を削減するために励振

用光ファイバに接続する場合は、コア径が被測定光ファイバのコア径より十分に大きな

ステップインデックス形を使用する。

Ｂ 光検出器は、光源と整合した受信器、例えば、ＰＩＮホトダイオードなどを使用する。検

出レベルを調整できる分圧器、しきい値検出器及び表示器を結合する。同等のデバイスを用

いてもよい。損失変動を削減するため、検出器の受感面の寸法は大きくする。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない
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(２) ＯＩＴＤＡ／ＴＰ １１／ＢＷ：２０１９ビルディング内光配線システムにおいて、光ケーブ

ル配線設備のフリーアクセスフロアのパネル及び支柱一体形は、パネルの四隅に支柱を取り付

け、パネル及び支柱一体構成を構造床に敷き並べる工法であり、不陸対応性は、 (イ) の

調整によって±１０ミリメートル程度を吸収するとされている。

なお、ＯＩＴＤＡ／ＴＰ １１／ＢＷ：２０１９は、ＪＩＳ ＴＳ Ｃ ００１７の有効期限切れ

に伴い同規格を受け継いで光産業技術振興協会(ＯＩＴＤＡ)が技術資料として策定、公表して

いるものである。 (４点)

① 支柱のねじ要素 ② 支柱の下床レベル ③ 下床の調整穴

④ パネル寸法 ⑤ パネル材質差

(３) ＩＥＥＥ８０２.３ａｔ Ｔｙｐｅ１に準拠したＰｏＥでは、カテゴリ５のＬＡＮケーブルを

使用して給電する場合、給電方式がオルタナティブＡのとき、給電に使用するＲＪ－４５のピ

ン番号は (ウ) である。 (４点)

① １、２、３、４ ② １、２、３、６ ③ ３、４、５、６

④ ４、５、６、７ ⑤ ４、５、７、８

(４) ＩＰｖ４、クラスＢのＩＰアドレス体系でのＬＡＮシステムの設計において、プライベート

ＩＰアドレスとして利用できる範囲は (エ) である。 (４点)

① １０.０.０.０～１０.２５５.２５５.２５５

② １２８.０.０.０～１２８.２５５.２５５.２５５

③ １７２.１６.０.０～１７２.３１.２５５.２５５

④ １９２.１６８.０.０～１９２.１６８.２５５.２５５

⑤ ２３３.２５５.２５５.０～２３３.２５５.２５５.２５５

(５) ＪＩＳ Ｘ ５１５０：２０１６では、図に示す水平配線の設計において、クロスコネクト－

ＴＯモデル、クラスＥのチャネルの場合、機器コード、パッチコード／ジャンパ及びワークエ

リアコードの長さの総和が１５メートルのとき、固定水平ケーブルの最大長は (オ) メー

トルとなる。ただし、使用温度は２０ ℃ 、コードの挿入損失 dＢ／ｍ は水平ケーブルの挿入

損失 dＢ／ｍ に対して５０パーセント増とする。 (４点)

① ７９.５ ② ８０.５ ③ ８１.５ ④ ８２.５ ⑤ ８３.５

ＴＯ

ＴＥＣＣＣ ＣＥＱＰ

機器コード
ワークエリアコード

固定水平ケーブル

Ｃ

パッチコード／
ジャンパ

Ｃ ：接続点

チャネル
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第５問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 光コネクタのうち、１２心、２４心などの多心光ファイバを一つのコネクタでプッシュプル

操作により容易に脱着することができるものは、 (ア) コネクタといわれ、データセンタ

などにおける高密度配線に適している。 (４点)

① ＦＡ ② ＦＡＳ ③ ＦＣ ④ ＭＰＯ ⑤ ＭＵ

(２) ＪＩＳ Ｃ ６８２３：２０１０光ファイバ損失試験方法における挿入損失法について述べた

次の二つの記述は、 (イ) 。 (４点)

Ａ 挿入損失法は、測定原理から光ファイバ長手方向での損失の解析に使用することができ、

入射条件を変化させながら連続的な損失変動を測定することが可能である。

Ｂ 挿入損失法は、カットバック法よりも精度は落ちるが、被測定光ファイバ及び両端に固定

される端子に対して非破壊で測定することができる利点がある。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) イーサネットスイッチが複数接続されたネットワークの経路において、ループが形成される

と、フレームが無限に循環しネットワークが過負荷状態となる。このループの発生を防止する

ため、ＩＥＥＥ８０２.１Ｄにより標準化されたプロトコルとして (ウ) がある。 (４点)

① ＳＴＰ ② ＳＭＴＰ ③ ＵＤＰ ④ ＰＰＰ ⑤ ＨＴＴＰ

(４) ＪＩＳ Ｑ ９０２４：２００３マネジメントシステムのパフォーマンス改善－継続的改善の

手順及び技法の指針に規定されている、数値データを使用して継続的改善を実施するために利

用される技法について述べた次の二つの記述は、 (エ) 。 (４点)

Ａ 計測値の存在する範囲を幾つかの区間に分けた場合、各区間を底辺とし、その区間に属す

る測定値の度数に比例する面積を持つ長方形を並べた図は、管理図といわれる。

Ｂ 項目別に層別して、出現頻度の大きさの順に並べるとともに、累積和を示した図は、パレー

ト図といわれる。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(５) 工程管理などに用いられるアローダイアグラムについて述べた次の記述のうち、誤っている

ものは、 (オ) である。 (４点)

① アクティビティ(作業)は、実線の矢線で表され、矢線の長さはその作業の所要日数

とは無関係である。

② ダミー(擬似作業)は、破線の矢線で表され、作業の相互関係を結び付けるのに用い

られ、その所要日数はゼロである。

③ ある作業がトータルフロートを使い切るとその経路上の後続の作業のトータルフロー

トに影響を及ぼす場合がある。

④ クリティカルパス上の各作業のフリーフロートはゼロであるが、トータルフロート

はゼロとは限らない。

⑤ 任意の作業のフリーフロートは、その作業のトータルフロートと比較して小さい又

は等しい。
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端末設備の接続に関する法規

第１問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢電気通信事業法｣又

は｢電気通信事業法施行規則｣に規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。

(小計２０点)

(１) 電気通信事業法の｢業務の改善命令｣において規定される、総務大臣が、該当すると認めると

きは、電気通信事業者に対し、利用者の利益又は公共の利益を確保するために必要な限度にお

いて、業務の方法の改善その他の措置をとるべきことを命ずることができる場合について述べ

た次の文章のうち、誤っているものは、 (ア) である。 (４点)

① 電気通信事業者の業務の方法に関し通信の秘密の確保に支障があるとき。

② 電気通信事業者が提供する電気通信役務に関する提供条件(料金を除く。)が端末

設備の使用の態様を不当に制限するものであるとき。

③ 電気通信事業者が特定の者に対し不当な差別的取扱いを行っているとき。

④ 電気通信事業者が重要通信に関する事項について適切に配慮していないとき。

⑤ 事故により電気通信役務の提供に支障が生じている場合に電気通信事業者がその

支障を除去するために必要な修理その他の措置を速やかに行わないとき。

(２) 電気通信事業法に規定する｢端末機器技術基準適合認定｣、｢端末設備の接続の技術基準｣、

又は｢端末設備の接続の検査｣について述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (イ)

である。 (４点)

① 登録認定機関は、その登録に係る技術基準適合認定をしたときは、総務省令で定め

るところにより、その端末機器に技術基準適合認定をした旨の表示を付さなければな

らない。

② 総務省令で定める技術基準により確保されるべき事項の一つとして、電気通信事業

者の設置する電気通信回線設備と利用者の接続する端末設備の設置の場所が明確であ

るようにすることがある。

③ 電気通信事業者は、利用者から端末設備をその電気通信回線設備(その損壊又は故障等

による利用者の利益に及ぼす影響が軽微なものとして総務省令で定めるものを除く。)

に接続すべき旨の請求を受けたときは、その接続が総務省令で定める技術基準に適合

しない場合その他総務省令で定める場合を除き、その請求を拒むことができない。

④ 電気通信回線設備を設置する電気通信事業者は、端末設備に異常がある場合その他

電気通信役務の円滑な提供に支障がある場合において必要と認めるときは、利用者に

対し、その端末設備の接続が電気通信事業法の規定に基づく総務省令で定める技術基

準に適合するかどうかの検査を受けるべきことを求めることができる。この場合にお

いて、当該利用者は、正当な理由がある場合その他総務省令で定める場合を除き、そ

の請求を拒んではならない。

(３) 電気通信事業法の｢自営電気通信設備の接続｣において、電気通信事業者は、自営電気通信設

備をその電気通信回線設備に接続すべき旨の請求を受けたとき、その自営電気通信設備を接続

することにより当該電気通信事業者の電気通信回線設備の (ウ) が経営上困難となること

について当該電気通信事業者が総務大臣の認定を受けたときは、その請求を拒むことができる

と規定されている。 (４点)

① 保 持 ② 提 供 ③ 調 整 ④ 運 用 ⑤ 管 理
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(４) 電気通信事業法施行規則において、電気通信事業者が利用者からの端末設備の接続請求を拒

める場合とは、利用者から、端末設備であって (エ) を使用するもの(別に告示で定める

ものを除く。)及び公衆電話機その他利用者による接続が著しく不適当なものの接続の請求を

受けた場合とされている。 (４点)

① 直流電圧 ② 強電流電気 ③ 帯域外信号 ④ 電 波 ⑤ 赤外線

(５) 電気通信事業法に基づき、公共の利益のため緊急に行うことを要するその他の通信として

総務省令で定めるものに該当する通信について述べた次の二つの文章は、 (オ) 。(４点)

Ａ 国会議員又は地方公共団体の長若しくはその議会の議員の選挙の執行又はその結果に関し、

緊急を要する事項を内容とする通信であって、選挙管理機関相互間において行われるものは

該当する通信である。

Ｂ 治安の維持のため緊急を要する事項を内容とする通信であって、警察機関と海上保安機関

との間において行われるものは該当する通信である。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

第２問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢工事担任者規則｣、

｢端末機器の技術基準適合認定等に関する規則｣又は｢有線電気通信法｣に規定する内容に照らして

最も適したものを選び、その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 工事担任者規則に規定する｢資格者証の種類及び工事の範囲｣について述べた次の文章のうち、

誤っているものは、 (ア) である。 (４点)

① 第一級アナログ通信の工事担任者は、アナログ伝送路設備に端末設備等を接続する

ための工事及び総合デジタル通信用設備に端末設備等を接続するための工事を行い、

又は監督することができる。

② 第二級アナログ通信の工事担任者は、アナログ伝送路設備に端末設備を接続するた

めの工事のうち、端末設備に収容される電気通信回線の数が１０以下のものに限る工

事を行い、又は監督することができる。また、総合デジタル通信用設備に端末設備を

接続するための工事のうち、総合デジタル通信回線の数が基本インタフェースで１０

以下のものに限る工事を行い、又は監督することができる。

③ 第一級デジタル通信の工事担任者は、デジタル伝送路設備に端末設備等を接続する

ための工事を行い、又は監督することができる。ただし、総合デジタル通信用設備に

端末設備等を接続するための工事を除く。

④ 第二級デジタル通信の工事担任者は、デジタル伝送路設備に端末設備等を接続する

ための工事のうち、接続点におけるデジタル信号の入出力速度が毎秒１ギガビット以

下であって、主としてインターネットに接続するための回線に係るものに限る工事を

行い、又は監督することができる。ただし、総合デジタル通信用設備に端末設備等を

接続するための工事を除く。

⑤ 総合通信の工事担任者は、アナログ伝送路設備又はデジタル伝送路設備に端末設備

等を接続するための工事を行い、又は監督することができる。
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(２) 工事担任者規則に規定する｢工事担任者を要しない工事｣及び｢資格者証の交付｣について述べ

た次の二つの文章は、 (イ) 。 (４点)

Ａ 専用設備(特定の者に電気通信設備を専用させる電気通信役務に係る電気通信設備をいう。)

に端末設備等を接続するときは、工事担任者を要しない。

Ｂ 工事担任者資格者証の交付を受けた者は、端末設備等の接続に関する知識及び技術の向上

を図るように努めなければならない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) 端末機器の技術基準適合認定等に関する規則に規定する、端末機器の技術基準適合認定番号

について述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (ウ) である。 (４点)

① 移動電話用設備(インターネットプロトコル移動電話用設備を除く。)に接続される

端末機器に表示される技術基準適合認定番号の最初の文字は、Ａである。

② インターネットプロトコル電話用設備に接続される端末機器に表示される技術基準

適合認定番号の最初の文字は、Ｆである。

③ 専用通信回線設備に接続される端末機器に表示される技術基準適合認定番号の最初

の文字は、Ｄである。

④ 総合デジタル通信用設備に接続される端末機器に表示される技術基準適合認定番号

の最初の文字は、Ｃである。

⑤ デジタルデータ伝送用設備に接続される端末機器に表示される技術基準適合認定番

号の最初の文字は、Ｄである。

(４) 有線電気通信法に規定する｢定義｣、｢技術基準｣又は｢本邦外にわたる有線電気通信設備｣につ

いて述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (エ) である。 (４点)

① 有線電気通信とは、送信の場所と受信の場所との間の線条その他の導体を利用して、

電磁的方式により、符号、音響又は影像を送り、伝え、又は受けることをいう。

② 有線電気通信設備とは、有線電気通信を行うための機械、器具、線路その他の電気

的設備(無線通信用の有線連絡線を含む。)をいう。

③ 有線電気通信法の規定に基づく政令で定める技術基準により確保されるべき事項の

一つとして、有線電気通信設備(政令で定めるものを除く。)は、人体に危害を及ぼし、

又は物件に損傷を与えないようにすることがある。

④ 本邦内の場所と本邦外の場所との間の有線電気通信設備は、電気通信事業者がその

事業の用に供する設備として設置する場合を除き、設置してはならない。ただし、特

別の事由がある場合において、本邦外の電気通信事業者と合意したときは、この限り

でない。

(５) 総務大臣は、天災、事変その他の非常事態が発生し、又は発生するおそれがあるときは、有

線電気通信設備を設置した者に対し、災害の予防若しくは救援、交通、通信若しくは電力の供

給の確保若しくは秩序の維持のために必要な通信を行い、又はこれらの通信を行うためその有

線電気通信設備を (オ) ことを命ずることができる。 (４点)

① 緊急を要する事項又は安否確認のために行う通信を無償で提供すべき

② 設置した者に調査させ、通信の確保に支障を及ぼす事項を除去すべき

③ 設置した者に検査させ、その設備の改善措置をとるべき

④ 他の者に使用させ、若しくはこれを他の有線電気通信設備に接続すべき

⑤ 他の者に検査させ、若しくは改造その他の措置をとるべき
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第３問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢端末設備等規則｣に

規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 用語について述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (ア) である。 (４点)

① アナログ電話用設備とは、電話用設備であって、端末設備又は自営電気通信設備を

接続する点においてアナログ信号を入出力とするものをいう。

② 移動電話用設備とは、電話用設備であって、端末設備又は自営電気通信設備との接

続において電波を使用するものをいう。

③ 総合デジタル通信用設備とは、電気通信事業の用に供する電気通信回線設備であっ

て、主として６４キロビット毎秒を単位とするデジタル信号の伝送速度により、専ら

符号又は影像を統合して伝送交換することを目的とする電気通信役務の用に供するも

のをいう。

④ インターネットプロトコル電話端末とは、端末設備であって、インターネットプロ

トコル電話用設備に接続されるものをいう。

⑤ デジタルデータ伝送用設備とは、電気通信事業の用に供する電気通信回線設備であっ

て、デジタル方式により、専ら符号又は影像の伝送交換を目的とする電気通信役務の

用に供するものをいう。

(２) ｢絶縁抵抗等｣について述べた次の二つの文章は、 (イ) 。 (４点)

Ａ 端末設備の機器の金属製の台及び筐体は、接地抵抗が０.２メガオーム以下となるように
きょう

接地しなければならない。ただし、安全な場所に危険のないように設置する場合にあっては、

この限りでない。

Ｂ 端末設備の機器は、その電源回路と筐体及びその電源回路と事業用電気通信設備との間に

おいて、使用電圧が７５０ボルトを超える直流及び６００ボルトを超える交流の場合にあっ

ては、その使用電圧の１.５倍の電圧を連続して２０分間加えたときこれに耐える絶縁耐力を

有しなければならない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) 端末設備を構成する一の部分と他の部分相互間において電波を使用する端末設備が有するこ

ととされる識別符号とは、端末設備に使用される (ウ) を識別するための符号であって、

通信路の設定に当たってその照合が行われるものをいう。 (４点)

① 電波の周波数 ② メッセージの内容 ③ 無線設備

④ 無線チャネル ⑤ 配線設備

(４) 安全性等について述べた次の二つの文章は、 (エ) 。 (４点)

Ａ 端末設備を構成する一の部分と他の部分相互間において電波を使用する端末設備にあって

は、使用される無線設備は、一の筐体に収められており、かつ、容易に開けることができな

いものでなければならない。ただし、総務大臣が別に告示するものについては、この限りで

ない。

Ｂ 端末設備は、自営電気通信設備から漏えいする通信の内容を意図的に識別する機能を有し

てはならない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない
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(５) 制御チャネルとは、 (オ) の間に設定され、主として制御信号の伝送に使用する通信路

をいう。 (４点)

① インターネットプロトコル電話用設備とインターネットプロトコル電話端末

② 移動電話用設備と移動電話端末又はインターネットプロトコル移動電話端末

③ アナログ電話用設備とアナログ電話端末

④ 専用通信回線設備と専用通信回線設備等端末

⑤ 無線呼出用設備と無線呼出端末

第４問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢端末設備等規則｣に

規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 責任の分界又は安全性等について述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (ア) で

ある。 (４点)

① 分界点における接続の方式は、端末設備を電気通信回線ごとに事業用電気通信設備

から容易に切り離せるものでなければならない。

② 端末設備は、事業用電気通信設備との間で鳴音(電気的又は音響的結合により生ず

る発振状態をいう。)を発生することを防止するために総務大臣が別に告示する条件

を満たすものでなければならない。

③ 通話機能を有する端末設備は、通話中に受話器から過大な音響衝撃が発生すること

を防止する機能を備えなければならない。

④ 配線設備等と強電流電線との関係については有線電気通信設備令の規定に適合する

ものであること。

⑤ 配線設備等の電線相互間及び電線と大地間の絶縁抵抗は、直流２００ボルト以上の

一の電圧で測定した値で０.４メガオーム以上であること。

(２) アナログ電話端末の｢選択信号の条件｣における押しボタンダイヤル信号について述べた次の

文章のうち、誤っているものは、 (イ) である。 (４点)

① 低群周波数は、６００ヘルツから１,０００ヘルツまでの範囲内における特定の四つ

の周波数で規定されている。

② ミニマムポーズは、３０ミリ秒以上でなければならない。

③ 数字又は数字以外を表すダイヤル番号として規定されている総数は、１２種類であ

る。

④ 周期とは、信号送出時間とミニマムポーズの和をいう。

⑤ 信号送出時間は、５０ミリ秒以上でなければならない。

(３) 専用通信回線設備等端末の｢電気的条件等｣について述べた次の二つの文章は、 (ウ) 。

(４点)

Ａ 専用通信回線設備等端末は、電気通信回線に対して直流の電圧を加えるものであってはな

らない。ただし、総務大臣が別に告示する条件において直流重畳が認められる場合にあって

は、この限りでない。

Ｂ 専用通信回線設備等端末は、総務大臣が別に告示する電気的条件及び磁気的条件のいずれ

かの条件に適合するものでなければならない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない
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(４) 専用通信回線設備等端末(デジタルデータ伝送用設備に接続されるものに限る。以下同じ。)

であって、デジタルデータ伝送用設備との接続においてインターネットプロトコルを使用する

もののうち、電気通信回線設備を介して接続することにより当該専用通信回線設備等端末に備

えられた電気通信の機能(送受信に係るものに限る。以下同じ。)に係る設定を変更できるもの

は、当該専用通信回線設備等端末に備えられた電気通信の機能に係る設定を変更するための

(エ) 機能を有しなければならない。 (４点)

① 自動実行 ② 優先制御 ③ 情報管理

④ アクセス制御 ⑤ セキュリティ管理

(５) インターネットプロトコル電話端末の｢基本的機能｣について述べた次の二つの文章は、

(オ) 。 (４点)

Ａ 発信又は応答を行う場合にあっては、呼の設定を行うためのメッセージ又は当該メッセー

ジに対応するためのメッセージを送出するものであること。

Ｂ 通信を終了する場合にあっては、呼の切断、解放若しくは取消しを行うためのメッセージ

又は当該メッセージに対応するためのメッセージを送出するものであること。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

第５問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢有線電気通信設備

令｣、｢有線電気通信設備令施行規則｣、｢不正アクセス行為の禁止等に関する法律｣又は｢電子署名

及び認証業務に関する法律｣に規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。

ただし、 内の同じ記号は、同じ解答を示す。 (小計２０点)

(１) 有線電気通信設備令に規定する用語について述べた次の文章のうち、誤っているものは、

(ア) である。 (４点)

① 線路とは、送信の場所と受信の場所との間に設置されている電線及びこれに係る中

継器その他の機器(これらを支持し、又は保蔵するための工作物を含む。)をいう。

② 支持物とは、電柱、支線、つり線その他電線又は強電流電線を支持するための工作

物をいう。

③ 音声周波とは、周波数が２００ヘルツを超え、３,５００ヘルツ以下の電磁波をいう。

④ 絶縁電線とは、絶縁物のみで被覆されている電線をいう。

⑤ 絶対レベルとは、一の有効電力の１ミリワットに対する比をデシベルで表わしたも

のをいう。

(２) 有線電気通信設備令に規定する｢架空電線と他人の設置した架空電線等との関係｣及び｢架空電

線の支持物｣について述べた次の二つの文章は、 (イ) 。 (４点)

Ａ 架空電線は、架空強電流電線と交差するとき、又は架空強電流電線との水平距離がその架

空電線若しくは架空強電流電線の支持物のうちいずれか高いものの高さに相当する距離以下

となるときは、総務省令で定めるところによらなければ、設置してはならない。

Ｂ 架空電線の支持物には、取扱者が昇降に使用する足場金具等を地表上２.５メートル未満

の高さに取り付けてはならない。ただし、総務省令で定める場合は、この限りでない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない
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(３) 有線電気通信設備令施行規則の｢架空電線の高さ｣において、架空電線が鉄道又は軌道を横断

するときは、軌条面から (ウ) メートル(車両の運行に支障を及ぼすおそれがない高さが

(ウ) メートルより低い場合は、その高さ)以上でなければならないと規定されている。

(４点)

① ３ ② ３.８ ③ ４.５ ④ ５ ⑤ ６

(４) 不正アクセス行為の禁止等に関する法律において、 (エ) とは、電気通信回線に接続し

ている電子計算機(以下｢特定電子計算機｣という。)の利用(当該電気通信回線を通じて行うもの

に限る。)につき当該特定電子計算機の動作を管理する者をいう。 (４点)

① ネットワーク管理責任者 ② アクセス管理者 ③ 電気通信設備統括管理者

④ 情報システム管理責任者 ⑤ セキュリティ管理者

(５) 電子署名及び認証業務に関する法律において、認証業務とは、 (オ) 電子署名について

その業務を利用する者(以下｢利用者｣という。)その他の者の求めに応じ、当該利用者が電子署

名を行ったものであることを確認するために用いられる事項が当該利用者に係るものであるこ

とを証明する業務をいう。 (４点)

① 特定の者に係る ② 不特定多数の者が行う ③ 自らが行う

④ 公的文書に係る ⑤ 公務員が職務上作成した



 

試験問題についての特記事項 

 

(1)  試験問題に記載されている製品名は、それぞれ各社の商標又は登録商標です。 
なお、試験問題では、  及び TM を明記していません。 

 
(2)  問題文及び図中などで使用しているデータは、全て架空のものです。 

 
(3)  論理回路の記号は、ＭＩＬ記号を用いています。 
 
(4)  試験問題では、常用漢字を使用することを基本としていますが、次の例に示す専門的用語などについては、 

常用漢字以外も用いています。 
       ［例］ ・迂回(うかい) ・筐体(きょうたい) ・輻輳(ふくそう) ・撚り(より) ・漏洩(ろうえい) など 

 
(5) バイト〔Byte〕は、デジタル通信において情報の大きさを表すために使われる単位であり、一般に、２進数の 

８桁、８ビット〔bit〕です。 
 

(6)  情報通信の分野では、８ビットを表すためにバイトではなくオクテットが使われますが、試験問題では、一般 
に、使われる頻度が高いバイトも用いています。 

 
(7)  試験問題のうち、正誤を問う設問において、句読点の有無など日本語表記上若しくは日本語文法上の誤  

りだけで誤り文とするような出題はしていません。 
  
(8)  法令に表記されている「メグオーム」は、「メガオーム」と同じ単位です。 
 
(9)  法規科目の試験問題において、個別の設問文中の「 」表記は、出題対象条文の条文見出しなどを表して 

います。また、出題文の構成上、必ずしも該当条文どおりには表記しないで該当条文中の(   )表記箇所  
の省略や部分省略などしている場合がありますが、(   )表記の省略の有無などだけで正誤を問うような出題は 
していません。 

 
 


